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演題名 歩行自立者の転倒リスクを早期に発見する仕組み作り

施設名 介護老人保健施設ライフサポートねりま
(ふりがな)

発表者（職種） 脇
わきしま　かつすけ

島　克介　（理学療法士）

改善の指標と
その目標値

（指   標）　長期入所者の歩行自立再評価

（目標値）　毎月100%実施

(ふりがな)

チーム名 転倒転落対策
てんとうてんらくたいさく

は、あなたが思
おも

うよりやっています

分類 ②安全の向上をめざすもの

取り組種別 問題解決型

改善しようとした
問題課題

歩行自立者の転倒転落リスクを早期発見するための仕組みが不十分である

実施した対策

１．歩行自立評価表の内容と運用方法の見直し
２．転倒転落アセスメントシートの作成と運用
３．歩行自立評価・転倒転落アセスメントシートの運用方法、リハ評価(BBS等)の概要とそのカットオフ値につい
てのオンライン勉強会
４．リハ評価FB用紙の作成と運用
５．履物チェックマニュアル、入所者家族への履物の説明

改善指標の
対策実施

前後の変化

（実施前）　「歩行自立評価表」を用い、初回の歩行判定時に加え、長期入所者においては3か月毎の再評価
を行っていた。

（実施後）　歩行自立者の転倒転落の特徴を踏まえた「新たな歩行自立評価表」を用い、長期入所者の自立再
評価を毎月100%実施するようになった。

活動の種類
※複数選択可

①職場単位の活動

チーム
メンバー
（職種）

小笠原　尚和 理学療法士

知念　ゆう子 作業療法士

歯止めと
標準化

多職種による転倒転落チームが中心となり、毎月のマニュアルや用紙の見直し、マニュアル通りに取り組めて
いるかの確認を行う。また、教育動画を作成し、職員に年に2回の視聴を促す。

大村　優慈 理学療法士

脇島　克介 理学療法士

櫻井　真由美 看護師

活動の場
※複数選択可

①診療部門 宇佐美　敦子 看護師

山本　久美子 看護師

山下　裕子 看護師

白石　理佐 介護福祉士

活動期間 令和3年7月　～　12月
山田　京 介護福祉士

花里　千明 介護福祉士

リーダー名
（職種）

大村　優慈　（理学療法士）
渡邊　美樹 介護士

武藤　久子 歯科衛生士

活動回数 6 回
小松　智行 介護支援専門員

高橋　美保 クラーク



【現状把握】

【目標設定】

【要因解析】



【対策の立案と実施】



【効果の確認】

【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】




